
 

平成３０年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立蓮沼中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・第２学年では、資料活用の技能を除き、昨年度より目標値を上回る結果となった。 

 ・第３学年では、教科の正答率及び観点別正答率において、目標値を上回っていたが、今年

度は下回る結果となった。 

  

（２） 課題 

 ・家庭学習の定着と復習の徹底 

 ・基礎的な知識・理解の定着 

 ・思考・判断・表現力の育成 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 平成３０年度結果 平成２９年度結果 平成２８年度結果 

第１学年 
目標値より１．８ポイン

ト下回る。 

  

第２学年 

昨年度に比べ、６．０ポ

イント下降し、目標値を

ポイント１．１上回る。 

昨年度に比べ、３．５ポ

イント上昇し、目標値よ

り１．８ポイント下回

る。 

（第１学年時） 

 

第３学年 

目標値を１．６ポイント

下回る。 

目標値を１．７ポイント

上回る。 

（第２学年時） 

目標値より５．１ポイン

ト下回る。 

（第１学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

目標値を１．５ポイ

ント下回った。 

目標値を０．６ポイ

ント下回った。 

目標値を１．２ポイ

ント下回った。 

目標値を３．９ポイ

ント下回った。 

  

② 第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

昨年度に比べ、０．

３ポイント上回り、

目標値を２．２ポイ

ント上回った。 

昨年度に比べ、１．

６ポイント下回り、

目標値を３．９ポイ

ント上回った。 

昨年度に比べ、１３．

４ポイント下回り、

目標値を１．６ポイ

ント下回った。 

昨年度に比べ、１．

８ポイント下回り、

目標値を２．３ポイ

ント上回った。 

 



 

③ 第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

区や全国の平均正答

率と比較するとやや

下回る。 

区や全国の平均正答

率と比較するとやや

下回る。 

区や全国の平均正答

率と比較すると下回

る。 

区や全国の平均正答

率と比較すると下回

る。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

授業規律を徹底さ

せ、学習に取り組む

姿勢を身につけさせ

る。日常の身近なこ

とを話題にし、学習

意欲を引き出す。 

資料や統計、グラフ

をもとに思考のでき

る発問を行い、考え

る機会を設ける。生

徒の積極的な発言を

促し、発表しやすい

環境を整備する。 

資料や統計、グラフ

を活用し、どのよう

なことに着目して、

読み取ればいいかを

理解させる。 

既習事項の確認を行

い、復習の機会を設

ける。単元ごとの復

習確認テストを実施

し、知識の定着を図

る。 

 

（２）第２学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

ニュースや新聞を取

り上げて、生徒に興

味・関心をもたせ、

学習したことにつな

げられるようにす

る。 

個人で考える時間を

設けたり、ペアワー

クをさせたりして、

思考・判断・表現す

る力を身につけさせ

る。 

資料や統計、グラフ

を活用し、読み取る

ための学習を繰り返

し行い、技能の向上

を図る。 

１年次の内容と関連

させながら、既習事

項の確認を行う。単

元ごとの復習確認テ

ストを実施し、知識

の定着を図る。 

 

（３）第３学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

日頃のニュースや新

聞を活用し、歴史や

公民の学習と結びつ

けられるようにす

る。進路にかかわる

ことに関連づけなが

ら、学習を行う。 

ペアワークやグルー

プワーク（４人組）

を通して、原因や問

題の背景について考

えさせる機会を設

け、思考・判断・表

現する力を身につけ

させる。 

資料を活用して考え

る学習を増やし、資

料を読み取る力を身

につけさせる。資料

の特徴、背景、因果

関係など、関連性な

どに結びつけられる

ように学習する機会

を設ける。 

入試問題などを活用

し、分野別に知識の

確認や整理を行い、

これまで学習したこ

との定着を図る。 

 


